
文芸さろん ―如月 ―

＜次回募集テーマは「春」＞

【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など

【あ て 先】〒300-1292牛久市中央3-15-1

「広報うしく文芸さろん」係　FAX：873-2512

 □E□  kouhou@city.ushiku.ibaraki.jp 

【記載事項】作品、氏名、電話番号

匿名希望の方はその旨（ペンネームもOK）

「牛久の巨樹」発売中 ※お求めは都市計画課まで（1,200円）

問 都市計画課

☎内線2524

第38回

　　　ヒノキ
　
ヒ
ノ
キ
科
ヒ
ノ
キ
属
の
常
緑
針
葉

樹
で
、
幹
は
直
立
し
樹
高
20
～
30
ｍ

に
達
し
ま
す（
写
真
①
）。日
本
特
産
種

で
、
福
島
県
以
南
か
ら
九
州
屋
久
島

ま
で
分
布
し
て
い
ま
す
。茨
城
県
内
の

自
生
は
御
前
山
な
ど
ご
く
わ
ず
か
で

す
。
市
内
で
は
屋
敷
周
辺
や
社
寺
に

多
く
植
林
さ
れ
て
い
ま
す
。開
花
期
は

3
―

4
月
で
、
雄
花
は
ス
ギ
の
後
の
花

粉
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
球
果
は

径
8
～
12
㎜
、小
さ
な
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
の
形（
写
真
②
）を
し
て
い
て
、
秋
に

赤
褐
色
に
熟
す
と
割
れ
て
、翼
の
あ
る

種
子
を
飛
ば
し
ま
す
。
葉
は
鱗
状
で

交
互
に
対
生
し
、
葉
裏
の
白
い「
気
孔

帯
」が
Ｙ
字
型（
写
真
③
）な
の
が
特
徴

で
す
。因
み
に
樹
形
や
葉
の
形
が
よ
く

似
て
い
る
サ
ワ
ラ
の
気
孔
帯
は
Ｘ
字

型
で
す
。材
は
堅
く
密
な
の
で
高
級
建

築
材
に
使
わ
れ
ま
す
。ヒ
ノ
キ
の
名
前

は
昔
こ
の
木
を
摩
擦
し
て
火
を
起
こ

し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

※
牛
久
の
里
山
樹
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
78

ペ
ー
ジ
掲
載
。本
の
問
い
合
わ
せ
は
牛
久
自

然
観
察
の
森（
☎
８
７
４
・
６
６
０
０
）ま
で
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会（
文
章
：
秋
山
侃
、
写
真
：
①
戸
塚
昌
宏

②
③
渡
辺
泰
）

①樹幹と下枝：自然観察の森 
　平成24年9月13日撮影

③葉裏の気孔帯：
自然観察の森

平成19年6月25日撮影
②未熟球果：自然観察の森
平成23年11月20日撮影

神
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縄
跳
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の
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こ
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パ
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ケ
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茶
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ふ
と
甦
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母
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影�

草
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を
あ
び
て
ぽ
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こ
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沈
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歌
い
初
め
半は
ん
ぱ
く白

男な
ん
に
ょ
ら

女
等
は
つ
ら
つ
と�

堀
さ
ん

我
を
打
つ
氷ひ

さ

め雨
花
咲
く
芽
を
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第12回　　戦いの合間の一服のお茶

　
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
四

ノ
曲
輪
付
近
の
空か
ら
ぼ
り堀

で
、

天て
ん
も
く目

茶ぢ
ゃ
わ
ん碗

や
茶ち
ゃ
う
す臼

の
茶

道
具
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

天
目
茶
碗
は
瀬せ

と戸
・
美み

の濃

産
の
も
の
で
、
16
～
17
世

紀
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

四
ノ
曲
輪
は
茶
の
湯
に
関

係
し
た
文
化
的
空
間
だ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
、
茶
の

湯
を
た
し
な
む
武
士
の
存

在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
小お

さ
か
じ
ょ
う

坂
城(

小
坂
町)

は
、戦

国
時
代
の
城
で
、
城
主
は

岡お
か

見み

氏
の
一
族
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
坂

城
に
は
４
つ
の
曲く

る

わ輪(

防

御
の
た
め
の
平
場)

が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
広
さ
や

形
状
が
異
な
る
こ
と
か
ら

役
割
の
違
い
が
考
え
ら
れ

ま
す
。四
ノ
曲
輪
は
、
城
の

北
東
端
に
位
置
す
る
最
も

小
さ
な
曲
輪
で
、
北
側
と

東
側
の
み
に
土ど

る

い塁
が
築
か

れ
、
明
確
な
虎こ

ぐ

ち口(

城
の
出

入
口)

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

問 文化芸術課（中央生涯学習センター内）☎871-2300

◆
今
回
紹
介
し
た
天
目
茶
碗
と

茶
臼
は
、
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
で
展
示
中

天目茶碗 茶臼

四ノ曲輪
三ノ曲輪

一ノ曲輪

二ノ曲輪

国道 408 号線

至つくば市

至稲敷市

道路拡張による削平部

小坂城の縄張り図

広報うしく 2019年2月1日号15


